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近
鉄
四
日
市
駅
か
ら
内

部
ま
で
、
六
キ
ロ
弱
の
「
あ

す
な
ろ
う
鉄
道
」
が
あ
る
。

レ
ー
ル
と
レ
ー
ル
の
幅
が

七
六
二
ミ
リ
。
一
〇
六
七

ミ
リ
の
Ｊ
Ｒ
の
七
割
。

一
九
一
二
年
に
軽
便
鉄
道

と
し
て
発
足
し
て
以
来
、

そ
の
ま
ま
と
云
う
。

　

珍
し
い
鉄
道
だ
。
電
車

内
も
狭
い
。
一
人
掛
け
の

椅
子
が
左
右
に
一
列
ず
つ
。

　
近
鉄
が
運
営
し
て
い
て

一
時
は
廃
止
が
取
り
ざ
た

さ
れ
た
が
、
沿
線
住
民
の

希
望
で
残
さ
れ
た
。

　
日
中
は
三
〇
分
に
一
本
。

切
符
を
買
っ
て
い
る
時
に

発
車
時
刻
に
な
っ
た
。
す

る
と
、
駅
員
さ
ん
が
赤
い

旗
を
振
っ
て
発
車
を
待
た

せ
て
く
れ
た
。
や
さ
し
い

生
活
路
線
だ
。

四
日
市
あ
す
な
ろ
う
鉄
道

三
重
県
四
日
市
市
内
部

　
　
二
〇
一
五
年
十
一
月

べ

う
つ

公明党軽減税率に頑張ってる？ーーー？？？？
　

軽
減
税
率
に
つ
い
て
の

自
公
協
議
が
毎
日
の
よ
う

に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
を

飾
っ
て
い
る
。

　

生
鮮
食
品
だ
け
か
、
加

工
食
品
も
含
む
か
と
い
う

論
議
。
恰
も
公
明
党
が
庶

民
の
為
に
頑
張
っ
て
い
る

か
の
よ
う
・
・
・

　

で
も
、
軽
減
税
率
を

云
々
す
る
前
に
、
消
費
税

増
税
し
て
良
い
の
か
論
議

す
べ
き
だ
。

　

正
規
雇
用
か
ら
派
遣
に

さ
れ
労
働
者
の
収
入
は
低

下
の
一
途
。
生
活
は
悪
く

な
る
一
方
。
消
費
税
増
税

で
買
え
る
物
が
減
る
。
景

気
が
悪
く
な
っ
て
当
然
。

福
祉
予
算
削
減

　

福
祉
予
算
削
減
の
為
、

政
府
は
介
護
報
酬
を
減

額
。
特
養
ホ
ー
ム
を
建
設

し
て
も
、
あ
ま
り
の
低
賃

金
に
介
護
福
祉
士
も
辞
め

て
い
く
。
五
二
万
人
も
待

機
者
が
い
る
の
に
、
空
き

部
屋
だ
ら
け
。

　

一
方
、
有
料
老
人
ホ
ー

ム
は
月
額
二
五
万
円
。
払

え
る
人
は
ご
く
僅
か
。
結

局
、
月
額
十
万
円
程
度
の

「
無
届
け
老
人
ホ
ー
ム
」

が
増
加
。
広
さ
、
防
火
対

策
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
数
等

に
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

自
公
は
「
消
費
税
は
福
祉

の
為
」
と
云
う
が
、
増
税

さ
れ
て
も
福
祉
は
良
く
な

ら
な
い
。

消
費
税
は
別
の
所
に

　

実
態
を
見
よ
う
。
四
月

か
ら
、
八
％
に
な
っ
た

二
〇
一
四
年
は
五
兆
円
の

増
収
。
し
か
し
、
社
会
保

障
充
実
に
向
け
た
の
は

一
割
だ
け
。
予
算
に
四
・

五
兆
円
の
余
裕
が
出
来
、

軍
事
、
大
企
業
向
け
に
振

り
向
け
た
だ
け
。

　

安
倍
政
権
が
海
外
に
行

く
度
に
大
判
振
る
舞
い
を

し
た
り
、
法
人
税
減
税
を

云
う
訳
だ
。

　

み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ

れ
ま
す
か
？


